
米�山　南魚沼の地杉を使った家づくりをしていま
す。伐期を越えてしまった杉などがあるため、
森林整備を進めていく必要があります。そうす
れば、環境に優しくなります。

市�長　森林整備と住まいが結び付けば、地球環境
は良くなるかもしれないですね。

米�山　残念ながら日本は建築後進国です。世界の
地球環境への取組みは、家庭から始まっていま
す。この機運が高まれば、環境のために住宅性
能から見直すという話ができます。住宅材メー
カーやハウスメーカーの考え方を変えていきた
いです。

市長　そのための課題は？
米�山　職人の絶対数が少なすぎます。10年先は
劇的に変わり、今より過酷な状況が想像できま
す。それでも、この取組みを南魚沼から始めて、
全国に普及させるようにがんばります。

市�長　将来性を感じます。ぜひ、米山さんが中心
となって、チャレンジしていってもらいたいと
思います。

フレキシブル（柔軟）に暮らしをデザインする
　昭和49年に創業し、平成元年に会社を設立しました。「建てた後の暮らしを考えてデザインする」を理
念に掲げながら、家づくりを行っています。魚沼という過酷な地域での、快適で豊かな生活を研究し、そ
れを表現していくことが大切だと考えています。
　地球環境を考えて、自然素材を使うことや家の中でエネルギーを使わないものづくりなどを心掛けていま
す。土に還る素材を使えば、家の中の空気をきれいにすることに繋がり、健康に寄与することができたり、
後世に伝えていくことができます。
　ヨーロッパでの研修で学んだ情報を公開していたところ、いろいろな
住宅材メーカーや工務店が研修に来るようになりました。今後は、学ん
だことを伝えるために事業を行っていく予定です。
　家の質は高く長持ちするため、後世に長く家を引き継ぐこともできる
と思っています。「美しいは断熱から。生活の豊かさは断熱の厚みに比
例する」という思いをもって、南魚沼で美しい建築物を造っていきたい
と思います。

林市長の企業訪問
住宅材などの説明を受ける

企業募集中　掲載を希望する場合は、商工観光課 商工振興班（☎773－6665）までお問い合わせください。

今の仕事や職場について語ってもらいました

次世代をつなぐ人　社長 米山克
かつ

幸
ゆき

さん
市�長　今のように環境を意識するようになったきっ
かけは？
米�山　高校2年生の時に両親が家を建て、家を壊す
時はどうするのかを聞いたとき、「壊すときのこ
とを考える人はいない」と言われたことや、父親
が難病にかかったことがきっかけかもしれません。
市長　諸外国と比べて、南魚沼の特徴は？
米�山　ヨーロッパには、南魚沼ほど湿度が高く積雪
が多い地域はありません。その中で環境に配慮し、
自然素材で住環境の良い家づくりに挑戦していま
す。
市�長　家づくりに南魚沼の素材を使ってもらいたい
という思いがあります。

シリーズ⑥

有限会社 米山工務店
〒949－7252　南魚沼市水尾237番地1
☎779－2104　FAX 779－3044

シリーズで、市が誇る優れた技術や人物などを有する企業を紹介します�──────────────
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